














A Reconsideration of English Section in the Common Test for 
University Admissions: 
Reflecting Responses from a High School 





 (1) 学習指導要領との整合性 
 (2) ４技能評価の意義と実際性 
 (3) 各民間試験の比較可能性と CEFR 対照表の適切性 
 (4) 地域や家庭状況の格差 
 (5) 高校の英語教育や学校行事などへの影響 
 (6) 問題点に対する回答と課題 
4. 高校現場からの反応 
 (1) 調査の対象と方法 
 (2) 教師の反応 
 (3) 生徒の反応 



























C) センターは、高校 3 年 4 月から 12 月の間の 2 回までの試験結果を各大学に
送付する。 







央教育審議会答申（平成 26 年 12 月）、高大接続システム改革会議『最終報告』













































































共通テストにおける民間試験活用に伴う問題点を整理し、その上で、2018 年 8 月






























も、江利川（2018）は、2015 年に公表された高校 3 年生を対象にした初の英語
4 技能試験の結果で、「CEFR で日常の範囲で単純な情報交換ができるとされる
A2（英検準 2 級程度）に達した生徒は各分野(4)1～2 割、英語圏で暮らせる B1（英
検 2 級程度）は最大でも 2%だけだった」（p. 343）ことを紹介し、様々な観点か
ら日本人の外国語能力をCEFR で測ることには無理があるとしている。 
 




は、英語 4 技能が重要であることを強調しつつも、「問題は、50 万人が参加する
ナショナルテスト（国の統一共通テスト）で民間検定試験が選抜の道具とされる
ことである」（p. 14）と主張する。そして、「高校で培う英語力は、各自が必要性


















との対照表」（文部科学省，2018a）を 2018 年 3 月に公表し、文部科学省（2018c）
でもその検証作業が適切に行われていることを確認しているが、それ以前にも文








 (4) 地域や家庭状況の格差 
民間試験を活用する場合、これまでのセンター試験とは違って複数回の受験が
可能となるので、それを利点と考える意見も多い。しかし、受験料を見ると認定


















 (6) 問題点に対する回答と課題 




文部科学省の回答の 1 つであるが、ここで強調されているのは、まず、4 技能評
価の必要性であり、次に受検時期と回数の限定である。英語「4 技能」という語
句はこの文書の中で 12 回使用され、大学入試において 4 技能試験を行うことの
必要性は既に前提となっており、高校生には抗いようがないであろう。果たして、








図表 1「民間の英語 4技能試験の結果の提供について」（文部科学省，2018b）のポイント 










































最後に、日本と同じように EFL (English as a foreign language) 環境にある他
の国の英語入試の例をあげたい。韓国では、4 技能を測定するため、国の英語テ
ストNEAT (National English Ability Test) が考案されたが、混乱の末、白紙撤














1 学年の生徒数は約 320 名で毎年そのほぼ全員がセンター試験を受験する。 
 






調査対象と方法を図表 2 に示す。 
 
図表 2 調査対象と方法 
調査対象 英語科教諭 1 年生生徒 1 年生保護者 












































































 (3) 生徒の反応 
分析対象とした 1 学年生徒 247 名のうち、自分の学年が共通テストに民間試験
が導入の対象となることについて「知っている」と回答した者は 90 名、「何とな
く知っている」と回答した者は 98 名であった。民間試験導入についての気持ち












図表 4 都立A 高校・生徒の反応（n=247） 
「民間試験導入につい
ての気持ち」 回答数 (%) 
「かなり不安である」「不安である」の理由 
（複数回答可） 回答数 
不安はない 12 (4.9%) どの外部試験を受ければよいのかわからない 65 
余り不安はない 22 (8.9%) 部活動や学校行事と両立出来るのか 54 
どちらでもない 81 (32.8%) 大学入試での活用法が明らかでない 40 
かなり不安である 46 (18.6%) 合否判定での公平性が保てるのか 20 
不安である 83 (33.6%) 授業が資格試験対策中心になる 15 





まず、分析対象とした 1 学年保護者 193 名のうち、自分の子供の学年が民間試
験導入の対象となることについて、「知っている」と回答した者は 111 名、「何と
なく知っている」と回答した者は 55 名で、合わせて 86%となり、同項目の生徒






図表 5 都立A 高校・保護者の反応 (1)  (n=193) 
「民間試験導入につい
てのお考え」 回答数 (%) 
「有益である」「まあ有益である」の理由 
（複数回答可） 回答数 
有益である 35 (18.1%) 「使える英語」が身につく 45 
まあ有益である 78 (40.4%) 複数回受験してスコアを伸ばせる 43 
どちらでもない 60 (31.1%) 4 技能を評価してもらえる 42 
余り有益だと思わない 14 (7.3%) 4 技能を伸ばす授業が期待できる 34 
有益だと思わない  4 (2.1%) 既に取得した資格が活用できる 34 
無回答  2 (1.0%)   
（出所）筆者作成。 
 
図表 6 都立A 高校・保護者の反応 (2)  (n=193) 
「民間試験導入につい
ての気持ち」 回答数 (%) 
「かなり不安である」「不安である」の理由 
（複数回答可） 回答数 
不安はない 11 (5.7%) どの外部試験をうければよいのかわからない 49 
余り不安はない 43 (22.3%) 合否判定での公平性が保てるのか 43 
どちらでもない 52 (26.9%) 大学入試での活用法が明らかでない 39 
かなり不安である 47 (24.4%) 部活動や学校行事と両立出来るのか 25 
不安である 40 (20.7%) 検定料の負担 14 
































































 (1) 2018 年 3 月 26 日に大学入試センターが公表した認定試験は以下の 8 種類である。ケ
ンブリッジ英語検定、TOEFL iBT テスト、IELTS、TOEIC、GTEC、TEAP、TEAP CBT、
実用英語技能検定（英検）（大学入試センター，2018）。 
 (2) Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, 
assessment の略。CEFR の段階とは、「基礎段階の言語使用者」（A1，A2）、「自立した言
語使用者」（B1, B2）、「熟練した言語使用者」（C1，C2）の 6 段階を指す。 
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資料：東京都立 A 高校保護者へのアンケート 
 
（出所）筆者作成。 
保護者各位                                     2018. 6.16 
                           東京都立＿高校  英語科 1 年担当  
 大学入学共通テストでの英語民間資格・検定試験導入についてアンケートのお願い 
 
  標記の件につきまして、保護者のみなさまのお考えをお知らせいただけると幸いです。   




    





ア 有益だと思う  







a  ４技能の直接評価ができる            b ４技能を伸ばす英語の授業が期待できる 
  c  「使える英語」が身につく          d 既に取得した資格が入試に活用できる  
 e 複数回受験してスコアを伸ばせる 














  a  どの外部試験を受ければよいかわからない    b 合否判定での公平性が保てるのか 
 c  授業が資格試験対策中心になる              d 大学入試での活用方法が明らかでない 
  e  部活動や学校行事と両立できるのか  f 検定料の負担 






  ケンブリッジ英語検定 / TOEFL / TOEIC （ Speaking,  Writing 含む ）GTEC  /  TEAP  /  
IELTS / 実用英語検定（公開会場実施、1 日完結型、英検 CBT）※従来の英検とは異なり、名称は仮称 
     
    ア 全て知っている イ だいたい知っている  ウ いくつかは知っている エ ほとんど知らない 
 
 5 このアンケート結果は指導の他に研究目的で使用することがありますが、同意していただけますか。同
意していただけない方のみ、下の［  ］にチェックを入れてください。 





       ご協力ありがとうございました。
